
《
編
．
 

、
 

、
火
橋
和
子
、
角
田
一
 

一
、
働
田
ヌ
七
，
中
谷
一
 

「い‘

I・ 
 ・
lI

甚・

’本
I
、  

'
Ll

l',

・I
l
、『 
 

力
臓
‘
伊
騰
些
郎
一
み
、
田
漕
‘
 

く
ー
ソ
 
「
舌
 
メ

1
 

一
 （

九
月
二
十
七
日
付
）
一
 

伊
丸
岡
勘
二
、
高
柵
慣
一
郎
、
中
元
 

嘉
四
太
郎
 

金
木
町
婆
管
理
委
員
会
委
員
に
選
任
 

す
る
 山
田
勝
太
郎
、
田
中
軍
正
、
中
谷
新
 

水
害
の
悩
み
解
消
 

二
年
連
続
著
に
 

“
は
国
旗
贈
る
 

麟

難麟鷲難 

ーー

一 

鷺
正
二
、
翼
と
み
一
鵬
い

m感
 西
郎
、
白

m若
葉
、
一
 

仙
西
響
丸
、
ニ
上
き
せ
一
 

、
驚
力
子
、
安
ル
「
、
「
セ
ー
菅
掛
 
秒
 

佐
藤
ふ
‘
の
、
松

mと
し
一
金
木
中
学
慧
 

、
ノ
 
日
 く
 日
 

町
税
完
納
看
を
激
鵬
 

来
る
ナ
ー
月
三
日
に
は
公
会
堂
マ
菰
い
 

て
、
昭
和
二
夫
年
度
の
町
和
冗
製
 

影
式
が
行
わ
か
 
が
、
蟻
日
は
、
一
井
 

連
続
完
納
者
に
算
か
」
「

m聯
、
二

E
 

一
 麟

田
百
か
子
、
語
ニ
山
田
ご
る
 

用
地
買
牧
せ
ば
着
工
 

《
‘
 

一
  
月
 

一
 
0
  
'
I
 
年
 

決
る
 

共
募
の
処
理
計
一
 

一
  

金
木
町
選
挙
管
理
委
員

A蒲
充
委
員
に
 

選
任
す
る
 

目
立
つ
社
協
活
 
で
へ
の
場
額
 

度
共
間
・
金
の
目
薦
て
亡
碁
理
、
護
が
序
猛
羅
 

台
風
来
襲
の
た
び
に
毎
年
、
氾
濫
し
な
け
れ
ば
よ
い
が
ー
と
い
配
さ
れ
て
き
た
金
本
川
も
、
本
年
度
に
入
り
縫
」
「
鷲
響
鄭
 

建
設
省
で
は
第
覇
工
事
と
し
て
一
千
万
円
の
予
算
を
計
上
、
県
で
も
『
用
地
貫
収
交
渉
が
成
立
す
れ
ば
ー
ど
の
巽
品
が
曽
れ
る
こ
と
に
な
つ
 

鰭
議
分
馴
．
勲
れ
て
い
る
こ
ー
防
貧
モ
の
他
法
外
援
 

恵畑
「
葦
玉
ク
き
琴
一
磐
慧

的助
を
嬰
望

さ
れ
る
藷
 

益
禽
、
動
政
省
の
切
実
 
活
助
費

の
機
が

目立
つ
た
と
こ
ろ
だ
 

十
ニ
月カ
り
支
払

っ
 
一
 

 
月
三
十
日
ま
で
に
 
支
払
請

番
手

一

引
協
香
の
貯
金
な
と
 
続
き
を
し
な
い
と
優
先
支
払
か
ら
除
か

引
揚
者
の
外
地
か
ら
持
ち
帰
つ
た
、
現
 
れ
る
か
ら
「
各
自
の
上
陸
携
欝
あ

地
で
の
郵
便
貯
金
や
、
銀
行
予
金
、
証
 
て
に
至
急
返
選
請
求
を
す
る
よ
フ
、
当

鴛
の
支
蔭
、
十
ニ
月
百
か
品
 
累
で
は
畠
ん
で
い
る
。
 

始
さ
れ
る
が
、
閉
鎖
機
関
保
は
十
一
月
 
な
お
不
明
な
点
は
鍛
民
生
係
ま
で
運
 

十
五
日
ま
で
、
内
地
の
銀
行
関
係
け
十
 
絡
さ
れ
た
い
。
 

県
保
母
試
験
合
格
者
 

（
九
月
四
日
付
）
 

金
木
町
保
腎
所
 
義
木
，
れ
い
 

同
 
福
士
 
玲
子
 

二
い
る
。
（
元
納
者
数
は
次
の
通

J二
 

昭 
 和 

 
2 9  

直
ち
に
着
工
す
る
』
と
い
つ
て
い
る
。
 

町
当
局
で
は
新
し
い
川
に
必
婆
な
用
地
 
タ
、
水
害
か
・
長
っ
に
は
、
当
初
現
 

の
関
係
者
に
折
衝
男
中
麟
つ
て
い
 
在
の
川
の
堤
防
を
増
強
す
る
つ
も
り
 

る
が
、
こ
の
メ
ド
が
つ
け
ば
、
水
害
に
 
で
い
た
が
ー
そ
の
工
事
に
か
か
る
経
 

お
び
え
る
田
町
、
番
、
小
欝
、
川
 
費
が
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
そ
の
う
 

端
町
、
三
軒
町
の
町
民
を
ほ
つ
と
さ
せ
 
え
曲
り
く
ね
つ
た
川
の
こ
と
で
あ
る
 

る
ほ
か
、
市
街
地
良
町
、
小
川
町
と
．
か
ら
、
後
年
の
こ
と
は
保
障
で
嘉
 

切
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
相
隣
接
し
て
 
ね
る
。
む
し
ろ
農
の
鉄
橋
辺
か
ら
 

そ
の
形
態
が
憂
、
発
展
す
る
こ
と
が
 
工
事
箇
の
よ
っ
に
一
直
線
に
新
し
 

約
東
さ
れ
る

oこ
の
ほ
か
農
業
水
和
が
 
い
川
を
つ
く
つ
た
専
町
議
の
た
 

よ
り
以
上
便
和
に
な
る
な
ど
数
え
あ
げ
 
め
に
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
 

れ
ば
き
り
の
な
い
ほ
薪
点
が
あ
る

o
 

 
関
係
官
庁
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
 

第
遍
工
事
は
用
地
買
取
に
あ
ま
り
関
 
今
回
の
よ
っ
奪
曇
を
え
た
の
で
あ
 

係
の
な
い
と
こ
ろ
の
タ
日
橋
か
年
心
に
 
る
。
こ
れ
を
一
日
も
早
く
実
現
す
る
 

し
た
地
域
の
四
百
五
十
受

1
ト
ル
で
・
た
め
に
は
、
な
ん
と
い
つ
て
畠
係
 

あ
る
が
、
建
殿
省
や
県
側
は
、
関
錯
 
者
の
理
解
あ
る
こ
協
力
が
な
け
れ
ぱ
 

地
全
城
の
買
収
が
成
立
し
な
い
う
慮
 
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
何
分
よ
 

工
事
に
か
か
ら
な
い
と
い
う
は
つ
キ
宏
ソ
 
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。
 

し
た
線
を
だ
し
て
い
る
の
で
、
成
行
き
 
関
係
用
地
の
面
積
つ
ャ

t
K
り
と
お
り
。
 

を
注
目
さ
れ
る
。
 
水
田
一
四
反
八
一
八
、
畑
二
、
一
一
 

△
花
田
町
長
の
話

I七〇
ミ
リ
以
上
の
 
〇
、
宅
地
六
、
三
一
一
、
計
二
三
、
 

隆
雨
斌
で
、
氾
濫
す
る
こ
の
金
木
川
 
三

O九
 

ム
「
石
連
続
完
納
者
四
五
四
名
△
二
 

 
α

・
 つ

 

て
、
・
●
の
使
途
に
覧
る
っ
。
 

年
連
統
完
納
お
ニ

O碧
会
円
度
内
」
 

完
納
者
一
」
ハ
六
多

A納
期
限
内
編
へ
 

者
七
一
名
 

さ
れ
言
と
に
な
つ
た
。
 
処
』
 
計
 
鳳
 

記
』
齢
く
、
〒
四
百
一
、
皿
」
 

え
費
総
讐
募
金
戸

8
8

〇
円
 

「
 
一
 

発
行
所
 
金
木
町
役
場
 

印
刷
所
 
東
奥
日
報
社
 

印
 
刷
 
局
 

昨
年
度
共
募
の
 
ハ
団
鎗
一
 

か
ら
か
経
幕
勢
の
反
び
ノ
計
 
『
、
五

o
o
6

〇
〇
円
 

感
謝
状
授
与
者
”
い
”
各
 

木
病
院
殿
貝
一
同
、
弘
」
由
互
眼
行
金
 

施
設
の
議
は
ほ
と
ん
ど
な
 
二
声
』
 

金
木
だ
よ
り
は
毎
月
一
回
発
行
 

し
、
各
家
庭
毎
に
一
部
ず
つ
無
 

料
寒
］
し
て
お
り
ま
す
。
 

1
、
‘
施
叫
体
へ
の
配
分
金
 

四
、
一

6
O
、
〇
〇
〇
円
 

由
 
訳
 

（
イ
）
苅
相
導
団
体

一
四
八
五

Q冒

一
（
ロ
）
”
●
、
撫
議
車
業

一
一
 
六
三
〇
、
〇
〇

O「
 

投
票
日
は
十
一
月
五
日
 

	' 

清
き
一
票
を
行
僕
し
よ
う
 

I

l

t 

U
鷹 

卿脚

幽  
一
（
ハ
）
川
穂
祉
事
業
、
 

一
 
一
、
」
び
五
、
〇
〇
〇
」
 

l二‘
「
 
採
る
寸
一

E五Fに
見
一

2え
）
一
て
く
，
フ
オ

dひ
ニ
一

c『
ま
 
，
 

Z
l
E

氏f
'
g

ー
甘
ロ
い
刈

r『
ネ
ぐ
魂
一
 

 
f

‘
、
7
1
1
'
 

「
 
来
る
十
一
月
五
日
に
知
一
ど
な
つ
て
く
る
方
が
あ
り
ま
嘉
、
委
 
△
花
田
町
長
の
話
廿
笛
小
学
校
の
新
一
 
だ
吐
差
い
。
 

田
脱
》
岬
事
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
一
員
会
と
を
も
、
ま
た
係
と
し
て
も
非
 
築
椅
舎
の
件
は
漸
羨
定
す
る
こ
と
一
 
【
護
‘
・
商
田
小
売
威
予
定
腰
」
 

聞
母
違
井
ヌ
ー
航
之
オ
考
こ
「
“
‘
ー
，
，
 
こ
‘
プ

f
2
1

一 1ラ
 
“

1，
‘
イ
‘
ユ

Fくi？
ニ
ノ
“
一
 
．
，
』
 

聞
レ
ー
ー
」
な
つ
と
ゲ
、
町
巽
一
常
に
困
り
ま
す
の
で
、
岡
出
や
、
名
簿
 
に
な
つ
た
が
、
庭
際

D建
が
に
ン
王
一
 

」
ロ
”
岬
挙
菅
理
委
員
会
で
は
『
の
鷲
期
間
中
の
鷺
は
忘
れ
な
い
よ
 

O坪
な
の
で
、
坪
誓
三
角
レ
み
一
 

1こ
．
聞
投
票
日
に
な
つ
て
か
ら
、
屋
意
願
一
っ
と
と
も
に
、
滑
い
一
栗
を
 
て
七
ミ

0万
円
の
工
夢
費
と
な
る
。
一
 

1
 

脚
名
簿
に
な
い
が
、
係
の
 
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
」
と
嬰
望
し
て
 
そ
こ
雪
」
七
六
万
円
の
補
働
畑
債
の
・
 

失
 
聞
手
客
ら
ど
、
と
ハ
つ
て
 
ハ
る

0
 

み
で
は
三
七
四
万
円
が
不
是
と
な
り
・
 

朋朋

朋目 
 

こ
の
分
だ
リ
は
町
費
で
も
つ
て
負
担

r
 

・

！一
一
」
」

7・
ー
・
・
 

●

ー
 
ー
 
「
！
」
【
【
！
！
●
ー
 
ー
‘
一
一
】
！
一
」
《
！

.
I
ー
“
ー
！
！
」
！
ニ
！

!．
ー
ー
 
一
一
一
一
一
！
一
！
【
 

一
】
ニ
“
】
，
ー
ー
 
！
【
！
「
！
】
一
ー
・
ー
 
一
！
！
一
】
！
】
●
ー
 
‘
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】
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●
ー
“
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【
一
！

! ！
一
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④
二
十
八
町
麗
の
起
債
 
百
五
十
万
円
 
し
存
れ
ば
な
ら

r、
町
財
政
議
 

⑤
補
助
、
起
債

A計
 
」
舌
七
士
ハ
万
 
上
非
常
に
苦
し
い
状
態
に
あ
る
の
で
 

円
 
一
 
こ
の
点
町
民
各
位
に
理
解
シ
」
い
た
 

一
・
 
‘

?．
直
、
 《

『
ド
・
」
”
一
～
 

、“ご 

m騒
飢
 

で
き
る
襲
構
 

欝
一
 

峨
一
 

中
学
校
に
は
体
操
場
 

I
i 
戦
後
で
き
た
六
・
三
制
出
並
房
政
の
貧
困
か
ら
一
向
に
器
さ
れ
な
い
が
、
ル
徒
に
思
う
存
分
若
さ
を
胆
歌
さ
せ
る
に
は
や
は
り
霧
し
た
施
設
と
 

広
い
欝
、
大
き
な
体
操
場
を
必
要
と
す
る
。
中
学
校
の
屋
内
黛
場
、
・
蒔
田
小
の
馨
な
ど
差
し
当
つ
て
新
築
か
急
が
恕
な
ら
な
い
も

Q
Q
l

つ
 

だ
。
 そ
こ
で
町
当
局
と
し
て
も
こ
れ
が
期
成
に
こ
こ
数
年
全
力
を
あ
げ
て
き
た
が
、
こ
の
ほ
ど
交
部
省
の
起
鱈
』
司
も
お
り
た
の
で
、
あ
と
は
財
政
裏
づ
 

け
を
得
た
・
フ
え
で
糖
工
す
れ
ば
よ
い
ば
か
り
に
な
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
待
ち
に
待
つ
た
校
舎
が
体
換
場
が
あ
と
い
く
ば
く
も
な
く
わ
が
町
に
そ
の
偉
容
 

を木
す
だ
ろ

・
フ

o
 

 
、
 

烈井  .  llH だ
が
問
題
は
町
の
負
担
七
百
万
円
 

一
町
当
局
で
は
、
金
木
中
学
校
の
数
年
来
 
一
、
国
庫
補
助
金
 

の
念
願
で
あ
る
屋
内
体
操
場
を
新
築
し
 
一
、
四
三
五
、
虻
（

)
O

円
 よ

う
と
本
年
麗
の
予
算
に
財
上
し
、
関
 
一
、
起
償
 
一
、
一
五
六
、
四

O
O

円
 

だ
 

置
＼
 

世
II
輿冊井 

保
官
庁
に
折
衝
を
皿
ね
て
き
た
が
、
六
 

・

三
制
の
藻
伽
事
業
と
し
て
次
の
よ
う
 

会
長
に
秋
谷
氏
 

金
木
地
区
合
併
推
加
麗
る
 

金
木
、
中
里
地
区
町
村
合
瓢
皿
協
力
 

委
皿
は
つ
ぎ
あ
よ
フ
に
決
定
し
た
一
 

△
会
長
秋
谷
清
逸
△
副
会
長
大
柵
爆
 

伯
菌
唯
五
郎
 

△
委
員
町
議
会
餓
員
全
皿
の
賢
か
津
《
 

英
治
、
伊
藤
正
一
郎
、
墾
虜
、
高
福
 

甑
一
郎
、
泉
谷
蔵
次
郎
、
其

m帯
五
郎
 

白
川
兵
太
郎
△
特
別
姿
ぬ
白
川
畷
層
、
 

白
川
弧
太
郎
、
田
中
勇
費
、
大
驚
互
 

郎
、
吉
田
敏
正
 

木
 

に
認
可
さ
れ
た
。
し
か
し
当
初
計
画
の
 

。
 

要
響
の
算
足
基
礎
 
二
鼻
の
体
操
場
建
築
長
約
き
〇
 

一
、
優
馨
と
し
て
承
認
さ
れ
た
坪
 
万
巌
か
り
町
費
負
担
し
な
け
れ
ば
な
 

数
 
6
o

坪
（
申
請
の
九
五
％
）
一
ら
ず
、
そ
れ
に
蒔
田
小
学
校
新
築
の
三
 

二
、
坪
当
単
価
 
二
万
六
千
円
 

8
万
円
を
た
す
と
一
、
〇
〇
〇
吾
 

三
、
承
認
さ
れ
た
工
事
費
 
を
超
元
る
支
胆
に
な
り
、
こ
の
聞
で
行
 

二
百
六
十
一
万
円
 
詰
り
を
来
し
て
い
る
。
 

②
国
庫
補
助
金
 
八
十
七
万
円
（
承
認
 
一
、
承
認
さ
れ
た
坪
数
 
》
一
〇
坪
 

さ
れ
た
工
妻
の
三
分
の
一
）
 
一
、
坪
当
り
単
価
 
二
六
、
一
〇

O円
 ⑧

起
債
 
百
二
十
九
万
円
（
承
認
さ
た
 
一
、
承
認
さ
れ
た
工
事
費
 

れ
工
事
費
の
三
分
の
二
の
八
割
）
 
一
一
、
八
七
一
、
〇
〇
〇
円
 

平
内
に
は
完
成
へ
 

鵬
田
剖
敷
地
も
既
に
買
収
済
み
 

郡
民
生
委
大
会
表
彰
者
 

△
愛
良
民
生
（
児
き
委
員
 

金
木
町
寺
町
 
沢
田
繁
太
郎
 

△
協
力
団
体
什
金
氷
町
保
青
所
母
の
会
 

金
 

γ
ー
・
‘

s・
・
、
・
．
？
・
．
、
；
ー

〈
 

）
  
電
活
三
九
番
乙
は
 

 
一
 

一
 
金
木
保
育
所
で
す
 

危
険
校
舎
の
汚
名
あ
る
蒔
田
小
学
校
が
 
の
敷
地
と
し
て
蒔
田
外
崎
惣
太
郎
氏
所
 

こ
の
た
び
漸
く
新
築
の
補
助
対
象
と
な
 
有
の
山
林
実
測
而
積
四
反
歩
を
”
最
、
 

つ
た
旨
県
教
青
姿
員
会
か
ら
内
職
が
あ
 
原
材
料
の
原
木
払
下
げ
も
大
体
確
保
す
 

つ
た
。
当
町
と
し
て
は
、
既
に
新
校
含
 
る
な

F勃A重
備
か
逢
め
て
お
り
、
本
 

年
度
内
に
は
新
築
落
成
す
る
と
い
、
晶
 

る
い
見
通
し
が
つ
い
て
い
る
。
補
助
起
 

債
は
次
に
掲
げ
る
算
足
に
よ
る
も
の
で
 

あ
る
。
 

』1“
・
町
ー
 
プ
【
」
【
、

j
 

●
、
 
、
 

"
t
l

【I一 C‘
．
ー
ー
」
ロ
 

「
．
，
二
．
一
ニ
一
ご
・
‘
一
‘
二
一
 

り
じ
あ
る
べ
き
《
 

一
三
…
一
二
一
 
！

1．
ニ
．
．
三
 
三
 

 
F
」
」
「
ニ
三
 
ニ
 
》
 

ノ
 
ー
 

一
「
 
一
」
【
ニ
：
二
一
一
 

よ
い
孫
を
つ
ぐ
狐
！
鯛
鍵
）
 

」
！
プ
‘
尋
●
’
ヤ
『
念
嘉
参
《

a
r
ミ
～
づ
り
一
。
ど
ー
ノ
了
一
戸
 

れ
 
な
い
司
日
畑
鋼
」
を
そ
こ
な
・
フ
か

h
 
る
の
が
多
い
。
ぜ
れ
は
老
人
は
グ
チ

戸
 

一
 

蕎
議
蘇
灘
縫
）
霧
森
鯉
雄
畿
 

『
電
参
？
い

r‘
心
づ
り
ー
っ
ノ
ら
「
ノ
こ
戸
 

す
嬉
鷲
誹
雛
鍵
誘
難
轄
鐘
難
」
 

'
 

こ
』
一
 

り
 夫

愛
驚
、
叱
 

る
の
が
多
い
。
で
れ
は
夷
は
グ
チ
 

を
ス
喜
に
っ
土
句
こ
と
？
鋤
を
大
事
に
・
 

る
こ
と
で
あ
り
、
孫
ま
い
た
わ
る
こ
と
 

》
こ
と
で
あ
り
、
孫
畠
い
た
わ
る
こ
と
 
巣
婆
を
胎
内
か
ら
 

こ
の
 

マ
奮
ょ
い
配
イ
 
「
 

い
け
な
い
。
一
度
実
め
た
 

n「
 

を
も
て
 

垂
 

こ
ぼ
さ
ず
に
よ
く
働
い
て
い
る
の
を
物
 

語
る
も
の
で
あ
る
。
老
人
は
適
当
に
働
‘
、
 

い
て
夜
ぐ
つ
す

h一
ね
む
る
こ
と
が
長
命
 

に
一
番
大
切
な
こ
と
で
、
現
に
狼
ノ
森
 

部
落
で
も
？
上
歳
以
上
の
老
人
が
な
か
 

な
か
死
な
な
く
な
つ
た
の
も
ー
つ
は
そ
 

の
た
め
だ
。
日
本
一
短
命
村
と
い
わ
れ
 

m
L
自
由
自
在
に
勝
チ
に
代
え
ら
れ
る
 

と
い
う
品
物
で
は
な
い
だ
け
に
、
嬉
 

す
る
皆
さ
ん
に
は
こ
の
点
か
慣
軍
に
考
 

え
て
い
た
だ
き
た
い
。
私
が
思
う
に
は
 

ま
ず
背
骨
が
真
直
ぐ
で
、
目
を
据
え
て
 

す
な
お
に
歩
い
て
い
る
皆
年
は
少
し
ぐ
 

ら
、
母
体
と
な
る
人
は
カ
ル
ジ
ウ
ユ
ム
 

を
多
く
摂
取
す
る
こ
と
が
必
聖
私
た
ち
 

の
部
落
で
も
実
際
イ
ワ
シ
粉
め
止
‘
乳
 

や
卵
賛
を
と
る
こ
と
は
栄
養
の
み
な
ら
 

ず
、
米
の
量
も
減
つ
て
経
済
的
だ
と
さ
 

れ
、
金
に
換
算
し
て
も
一
円
五
・
一
 
の
 

粉
を
食
べ
、
愛
を
食
べ
て
足
り
な
い
米
 

を
残
し
、
や
ミ
で
売
ら
な
く
と
も
年
に
 

一
万
五
、
六
千
円
は
も
フ
け
て
い
る
よ
 

う
だ
。
そ
れ
は
自
分
の
利
益
の
み
な
ら
 

ず
国
と
し
て
も
沢
山
外
米
を
入
れ
る
必
 

要
も
な
く
な
る
フ
と
、
毎
日
イ
ワ
シ
粉
 

を
食
ぺ
る
こ
と
に
よ
つ
て
日
本
の
政
治
 

で
解
決
で
き
る
こ
と
に
も
な
る
。
 

次
は
田
植
え
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
 

人
間
の
思
一
家
庭
で
あ
る
。
家
庭
に
は
 

日
光
が
入
り
、
窓
が
多
く
な
け
れ
ば
い
 

け
な
い
“
ま
た
午
供
は
正
直
な
も
の
で
 

親
の
仕
草
を
真
似
る
も
の
で
あ
る
か
ら
 

一
夜
の
数
青
上
か
ら
も
家
庭
は
常
に
円
 

こ
婦
人
に
は
二
、
」
年
毎
に
生
む
い
 

わ
ゆ
る
標
準
型
と
次

Aに
些
む
テ
ン
つ
ー
 

き
型
が
あ
る
が
、
今
後
は
に
の
両
増
と
 

は
老
い
た
将
来
の
生
活
に
安
心
を
も
つ
 

こ
と
に
も
な
る
の
だ
。
そ
ん
な
こ
と
か
 

ら
私
た
ち
の
部
落
も
今
で
は
お
腹
の
大
 

き
い
嫁
は
大
切
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
》
 

て
き
た
。
 

篠
件
鷺
っ
た
観
光
 

L
 

み
な
一
緒
に
な
り
、
同
百
標
を
も
つ
 
で
三
十
万
、
そ
の
原
因
の
六
八
％
は
健
 

奉
）
 
康
か
香
し
て
い
る
者
に
多
い
。
ま
た
保
 

盆
題
は
正
に
既
成
要
の
よ
う
 

な
「
）
い
る
今
日
、
本
県
の
町
村
合
 

が
，
菌
で
も
一
番
お
く
れ
て
い
る
 

い
・
＼
て
お
り
ま
す
か
、
こ
れ
は
本
 

の
”
村
の
人
ロ
や
面
積
、
地
形
の
 

係
叱
れ
に
非
常
に
根
強
い
封
建
性
 

が
一
」
な
原
因
と
は
な
つ
て
い
る
で
 

よ
ー
し
か
し
私
は
町
村
合
併
に
対
 

る
一
程
民
の
認
臓
が
薄
い
の
が
、
 

よ
ゃ
大
き
な
原
因
に
な
つ
て
い
る
 

思
ッ
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
何
 

住
伊
、
町
村
合
併
に
対
し
露
臓
 

璽
ビ
あ
る
か
と
申
し
ま
す
と
、
や
 

り
」
，
啓
験
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
 

な
こ
い
う
の
が
媛
大
の
原
聾
ん
と
 

」
も
過
言
で
は
な
い
と

誉

の
 

で
は
四
月
～
第
一
次
の
町
村
合
一
 

『
町
村
合
併
の
問
題
、
そ
れ
は
国
や
 

．
麟類

薫舞鷺難 

て
生
き
て
ゆ
 
讐
受
け
た
者
妥
生
で
き
る
よ
う
に
 

く
こ
と
で
あ
 
な
つ
た
の
が
「
干
万
世
帯
と
前
と
は
半
 

も
批
よ
り
質
の
面
に
向
け
な
け
れ
は
い
 

外
が
命
令
す
ぺ
」
暑
の
で
な
く
、
あ
く
 

鷲
競
罷
難
鯵
繰
繊
湧
馨
に
憲
の
で
噌
 

鳴
海康

仲先

生講演要

旨 
る
。
こ
の
目
 
女
と
い
う
公
平
な
警
示
し
て
い
る
が
 

ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 

）
、
住
民
の
盛
り
あ
が
る
合
併
意
議
と
 

住
民
の
世
論
に
ま
つ
ほ
か
な
い
が
、
そ
 

り
器
と
い
ー
フ
も
の
は
、
た
だ
だ
ま
つ
 

て
い
叱
は
決
し
て
臓
来
る
も
の
で
な
い
 

か
ら
，
誰
か
希
指
導
者
と
な
つ
て
、
そ
 

魚
粉
を
沢
山
食
べ
よ
 

標
と
い
・
フ
の
 

人
間
に
な
つ
て
初
め
て
幸
福
な
闘
が
作
 

り
田
さ
れ
、
世
界
の
総
て
の
人
が
そ
っ
 

な
る
こ
と
に
よ
つ
て
世
界
の
平
和
も
や
 

つ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
 

私
た
ち
は
常
に
自
分
た
）
あ
牛
活
を
 

反
省
し
、
牛
活
に
刷
新
を
期
さ
ね
ば
い
 

け
な
い
。
夢
を
も
ち
つ
つ
審
藤

m活
を
・
 

解
快
し
て
ゆ
か
ね
ぱ
い
け
（
柳
の
で
あ
ー
 

る
．
生
活
改
善
は
（
”
チ
か
し
い
こ
と
で
 

は
つ
ま
り
体
 

の
丈
夫
な
働
 

い
て
も
働
い
 

い
、
そ
し
て
 

て
も
疲
れ
な
 

よ
く
物
こ
と
 

を
考
え
て
生
 

き
て
ゆ
く
良
 

臓
あ
る
よ
い
 

家
庭
は
い
つ
も
円
満
に
 

「
食
」
も
「
子
供
」
も
量
よ
り
質
ノ
 

札
娠
 

料
ー
貨
物
 

に
っ
い
で
 

で
あ
白
が
 

狼
の
森
」
 

の
犠
を
つ
く
ら
存
れ
ば
な
ら
な
い
 

』
春
う

Uと
は
私
か
ら
申
す
ま
で
も
 

な
い
と
こ
ろ
で
す
。
 

促
進
阻
む
認
識
不
足
 

こ
れ
は
病
気
の
回
復
や
芋
衣
が
立
派
に
 

成
長
し
て
一
人
前
と
し
て
一
家
を
警
え
 

る
よ
う
に
な
つ
た
た
め
な
の
で
あ
る
。
 

ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 

よ
く
眠
れ
ば
長
生
き
 

老
人
と
は
グ
ダ
メ
グ
モ
ノ
ナ
リ
、
念
 

仏
を
と
な
え
る
も
の
な
り
、
よ
く
働
く
 

も
の
な
り
と
足
義
づ
け
る
こ
と
が
で
き
 

る
が
、
狼
の
森
村
で
老
人
の
あ
る
家
は
 

る
武
田
村
は
米
を
多
く
食
べ
る
の
で
血
 

液
が
す
ゆ
サ
な
つ
て
麹
丸
に
弱
く
な
り
 

早
死
す
る
の
で
あ
る
。
従
つ
て
私
た
ち
 

は
老
人
の
健
康
を
も
考
え
、
エ
夜
も
よ
 

く
青
て
，
よ
い
孫
か
作
ら
ね
ば
い
け
な
 

い
の
で
あ
る
。
 

ら
い
男
つ
ぷ
り
が
悪
く
て
も
、
精
神
の
 

し
つ
か
り
し
て
い
る
持
主
が
多
い
か
ら
 

こ
ん
な
青
年
を
候
補
者
に
あ
げ
る
で
あ
 

ろ
う
。
 

種
え
ら
び
の
次
に
は
苗
代
と
く
る
が
 

人
間
の
苗
代
は
御
婦
人
た
ち
で
あ
る
。
 

苗
代
が
や
せ
て
い
一
 
入
れ
の
粗
末
な
 

苗
代
で
は
秋
の
収
穫
が
得
ら
れ
な
い
よ
 

う
に
、
人
間
の
苗
代
も
大
切
に
し
な
け
 

落
で
は
魚
が
不
足
な
の
で
イ
ワ
シ
の
粉
 

を
な
め
て
い
る
。
イ
ワ
シ
粉
に
は
」
本
 

人
の
食
物
に
一
番
欠
け
て
い
る
カ
ル
シ
 

ユ
ウ
ム
と
た
ん
白
質
が
あ
る
の
で
、
体
 

が
丈
夫
に
な
り
、
骨
ぐ
み
が
よ
く
な
 

る
。
健
康
児
の
骨
を
調
ぺ
て
み
る
と
北
 

陸
、
東
北
、
北
海
道
の
七
割
の
プ
麗
倉
 

ち
が
骨
の
で
さ
方
が
不
完
全
で
、
潜
伏
 

性
の
ク
ル
病
の
形
を
な
し
て
い
る
。
骨
 

は
な
く
、
比
落
に
楽
し
み
を
ち
つ
・
に
め
 
こ
と
町
村
合
併
の
み
で
な
く
、
民
主
 

に
改
め
る
気
に
な
る
こ
と
が
一
番
大
切
一
敗
捨
ぞ
世
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
さ
 

な
の
で
あ
る
。
 
一
・
‘
り
に
深
く
考
ス
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
 

（
以
上
は
過
日
保
青
所
で
行
豊
＋
糾
ご
血
、
善
す
。
 

明
会

A長
鳴
海
康
仲
先
些
《
柳
響
「
一
魂
義
呆
し
て
農
府
は
す
で
 

旨
で
あ
る
ー
 
に
、
二
州
叙
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
る
覇
 

孫
を
作

Qこ
と
だ
。
 

な
ザ
」
私
た
ち
が
体
の
丈
夫
な
、
頭
の
 

D
 く
 
よ
い
孫
を
作
つ
て
ゆ
く
か
と
い
う
と
、
 

自
分
の
老
い
た
将
来
に
奉
か
不
幸
か
を
 

こ
の
孫
が
も
た
ら
し
て
く
れ
る
か
ら
で
 

ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 

立
派
な
配
偶
者
を
 

孫
か
丈
天
に
青
て
る
に
は
稲
の
場
合
 

蛤

P

『

■

ひ
ご

赴

珂

卜

』



鷲
ギ
？
 

共
募
の
処
理
計

画
決
る
 

目
立

つ
吐
協
活
動
費

へ
の
増
額
 

人
協
力
輩
ふ
藤
正
一郎
一
み
、田
村
み
夏
、
大
福
和
子
．角
田
一
 

、
贋
氏
二
、
西
沢
と
み
一
自
」
、
加
臓
釜
角
田
叉
女
中

谷
一
 

、
対
馬
力
子
、中
元
ミ
セ
可
四
郎
、秋
ル
ニ
四郎
、白
川
粉
葉
、
 

佐
藤
ふ
、あ
、
松
山
と
シ
金
本
中
学
校
、葛
西
磐
凡
、三
上き
せ
 

『
安
田
百
台
子
、
新
岡
‘
一
山
田》
ら
 

「金
高
生
徒
会

の
歌
」
で
き
る
 

金
木
高
校
で
は
、
を
きに
往
徒
会
歌の

歌
詞
を
県
下
一
円
か
ら募
築
した
が
、
 

こ
の
ほ
ど
、吉
緊
一
氏
（
胃森
市
在

住
）
の
詞
が
第
一
位
に
選
ば
れ
『
津軽

の
旋
律』
で
、A国
的
に
有
名な
木
村

繁
氏
（弘
高
教
叫）の
作
曲
で
「
生徒
 

A
敷
」
が作
ら』
た
。
 

歌
詞
は
次
の」
証
か
らな
つ
て
い
兎
 

、
》

ー
、
 
‘

一
 

湖
飼
？
 

年
」‘
続
者
に
 
一

歯

旗
贈
る
 
一
m
 

町
税
兜
納
看
も
一
 
一
佐
 

L
月
「
百
に
は
公
ム
舞に
劇
「・
一中

菊

一
一
十
八
年
度わ
瓢
謂

表

蒋
わ
才
が
、
勘
昌
、
一
語

匹納
者
に
貧
む
飼
旗
，
』
よ
 

〕
年度
完
納
者
に
義
そ
け
他
‘
 

4
、
翌
年
麗
事
察
資金
 

八
O
O

、
〇
〇0
円
 

5
、
負
担
金
 
」
う〇
、
〇
O
O
円
 

6
、
予
備
金
 
一
五〇
、〇
〇
〇
円
 

」
 
一
四
、
五
O
O

、
O
〇
〇
円
 

3
、
募
金
協
費
、
募
金
会
運
営
費
 
一
、朝
日
に
栄そ
 
青
雲
の
 

講

習
所
跡
に

新
築
 

二
町
七
カ
村
の
組
合
立

へ
 

全
国
に
例
の
な
い
金
木
高
校
 

雛

二
年
目
で
漸
く
本
極
り
 

金
木
地
区
ー私
た
ち
は
金
木
、嘉
 

”
し
に
夢
を
も

て
 

災
に
は
二
，三
年
毎
に
生
むい
 

W標
準
型レ茨
A
に
些
む
テン
つ

伊あ
る
が
、今
後は
こ
め両
憎
と
 

v。
そ
っ
する
こ
と
に
よつ
プ
諏
 

］本
人は
体
の丈
天
な
顕
中
券
 

』
な
つ
て
初
め
て
幸
編
な闘
が
作

ロれ

世
界
の
総て
（準
《鮎
r矛
A
 

」と
に
よつ
て世
界
a
平
和
もや

る
」
「ち
で
あ
る
。
 

』ち
は
常
に
自分
た
らの
霧
活を
 

〕
、繕
に
刷
新
を
闘
さ
ね
ば
い
 

v。
夢
を
‘
」
若っっ
護
牛

活
を
一
 

）て
ゆ
か
ね
ば
いけ
《消
円
で
あ
一
 

」活
改
憲
昇
羊
か
」い
c
と
で
 

、
、些
括
爆
上
込

も
つ
た
め

一
る
気に
な
るこ
と
か
》
審
大
切
 

』あ
る
o
 

、、
“
 

一は
過日
保
腎所
薯
●

れ
＼
辞
 

貧
長
鳴
海
康
仲
光
ゆ
喬
「」
 
 

れ
爺
沖
令
すべき
も
の
で
な
く
、あ
く

ま
で
住
民
の
意
志
に
よ
る
もの
で
あ
つ

？
一
、
性
民
の盛
り
あ
が
る
合併
意
職と

住
民
G
世
胎に
ま
つ
ほ
か
な
いが
、
そ

の
世
輪と
いう
も
の
は
、
た
だ
だま
つ

て
い
て
は
決し
て
出
来
る
も
ので
な
い

か
ら
、離
か
か
指
導
者
と
な
つて
、そ

の
世
論を
つく
、
具は
り
れ
ば
な
ら
な
い
 

』
と
いう
こ
と
は
私
か
ら申
すま
で
も

な
い
レ」
ころ
で
す
。
 

促
進

阻
む

認
識
不

足
 

こ
と
町
村合
併
の
みで
な
く
、
民
主

政
沿●
」世
論
と
の
関係
に
つ
いー
 
さ

ら
に
深く
〕ぢ
えさ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
 

て
極に
致、y
よ
して
も
政府
は
す
で
 
 が

、
全
国
で
も
一番
お
く
れ
て
いる
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
本
県

の
各
町
村
の
人口
や面
積
、
地
形
の
関

保
、
そ
れ
に
非常
に根
強
い封
難
性等

が
大
尋
最原
因
と
は
な
つて
いる
で
し

よ
フ
。し
か
し私
は
町村
合
併
に
対
す

る
一
般住
民
の
認
臓が
薄
いの
が
、何

よ
り
も
大
き
な原
因
に
な
つ
て
いる
と

思
う
の
で
あ
り
ま
す
。そ
れ
では
何
故

住
民
が
、
町
村
合
併
に
対
し
一
 
認が

低
調
で
あ
る
かと
申
しま
す
レ」
、や
は

り
指
導
啓
誤
がほ
と
ん
ど
な
され
て
い

な
い
と
い
う
の
が
最
大
の原
因だ
と
申

し
て
も
過
曾で
は
な
いと
界
フ
の
で

す
。
 

（
養
護施
鍛
以
外）
 

（
ニ
）
施
療
、
助
産
 

一
五O

、
〇
O
O
円
一
 

（
示
）身
障
者
、
母
「一
 生
 

一
 

二
〇
〇
、O
〇
O
円
一
 

へ
釈
放著醸
議
睦
 

（
ト）
社会
事
業
研究
養
成
 

九
O

、
〇
O
〇
円
 

（
チ
）
市
町
村
災
害
見舞
及
パ龍
分

予
備
金
 

二
〇
O

、
〇
O
O
円
 

2
、
郷
土
福
祉
資
金
 

六
、
五
O
O

、
〇
O
〇
円

内
 
訳
 

（イ
）
郡市
町
村
社
会
福
祉
事
業
資
金

五
、
四
〇
O

、
じ
O
〇
円
 

（ロ
）
募
金協
力
費
 

一
、
一
O
O

、
〇
O
〇
円
 

二
一
町
四
カ
村
の
組
合
立
金
木
高
等
学
校

一は
、足
時
制
数青
の
重嬰
性に
かん
が

み
二
＋大
年
度
に
は
相
内
、二
十
九
年

度
に
小
泊と
そ
れ
ぞ
れ
分
校
を
開
股
し

て
郡
北
一帯
の
胃少
年
た
ちに
大
変
よ

ろ
こ
ばれ
て
いる
が
、
分
校
のあ
る
相

内
、
小
泊
の両
村
？組
合
に
加
入
して

い
な
いの
で
、両
村
で
は
学
校の
運
営

上
さ
しさ
わり
が
あ
る
と
い
う
点
か
ら

白
発
的
に
加
入
す
る
冒
正
式に
申
入
れ

て
き
た
ので
、
去
る
九
月九
日
組
合臓

会
を
招災
し
て
は
か
つ
た
と
こ
ろ
満場
 

く
れ
て
いる
の
で
一応
ア
ウ
ト
・
ライ

ン
を
示
して
県
民
の
合併
意
識タ
穏
遣

さ
せ
よ
う
と
した
も
の
と
思
つ
て
い
ま

す
。
 

そ
れ
に
よつ
て
台
併
意
臓の
昂
揚
と

い
フ
点
では
確
かに
効
果
があ
つ
た
し

各
町
村で
も
次
第
に
関
心
か
持
つ
ょう

に
な
り
ま
すも
の
の
、本
当
の
ア
ウ
ト

！
フイ
ン
だけ
で
あり
ま
した
の
で
、
 

合
併
の
必嬰
性
を
形
だけ
説
い
た
だ
け

で
、む
し
ろ
上か
ら
押
しつ
け
ら
れ
た

と
い
っ
感
じよ
り
受
け
て
な
いと
思
う

の
で
あり
ま
す
。末
端
の
町村
は
町
村

な
り
に
そ
れぞ
れ
プ
ライ
ド
も
あ
り
、
 

考
え
て
いる
向き
も
な
い
で
は
な
い
の
 
 

の
鉄
道
か厘
欝
に
した
安
通
網
の大
拡
 

張
、岩
氷
斐
流
の
ダム
銭
収に
よ
る
」
 

避
源
の
開発
宮
も
に
一認
千
里の
平
一
 

原
地
帯
の
開田
化
、大
工
場
地
精の建

設
、芦
野
公
園
を
中心
と
す
る
喜
艮市
 

中
里
方
面
と
一連
の
大
観
光
地
の
建
設
 

さ
ら
に
郡
北
八カ
町
村の
組
合
立
高等

学
校
を
中
心
と
する
交
数
の
振
興
な
ど
 

数
え
あ
げ
れ
ば
限り
あ
り
ませ
ん
が自

然
的
、か
つ
社会
的
見
皿
か
ら
、
ま
た

財
政
上
か
らみ
て
も
年
間
二
千
万
円
も

の
余
剰
が
生れ
る
と
い
局
れ
も
理
想

的
な
田
園都
市
と
し
て
の
好
条
件に
恵

ま
れ
て
い
る地
区
で
あ
るC
と
は
、
ど

な
た
・
●フ
な
づ
け
るUAど
凧
フ
の
で

あ
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
私
の
脳
裡に
う
か
ん
でき
ま

の
は
、四
百
年
位の
浅
い
歴史
で
あ
り

ま
す
が
、開
拓
され
た
当
時
の
木造
、
 

依
元
、
金
木
の
三
新田
と
い
え
ばあ
ま

り
に
も
有
名
、そ
の
金
木
新田
と
いう

の
は
今
の
飯詰
村の
岩
崎
か
ら内
潟
ま

で
の
十八
カ
村で
あ
り
、行
政
区
画
上

金
木
組
と
い
つ
てこ
の
金
木
新田
地
区

は
も
ち
ろ
んの
こと
最
北
端
の
小
泊
の

地
区
ま
での
二
十村
が含
ま
れ
て
い
た

こ
と
か
・
暑
え
て
も
町
村
合
併
の叫
ば

れ
て
い
る今
日
何
か
し
ら
感
じ
させ
ら

れ
る
もの
が
あ
りま
す
。
 

話
は
楓
にそ
れま
した
が
、と
に
か

く
、
こ
の
好
条
件に
恵ま
れた
金
木
地

区
、中
里
地
区の
合
併
を
不適
当
なり

と
断
言
する
人は
恐
らく
な
S
と
存
じ

ま
す
。
 

こ
れに
反対
され
る
人大
、モ
れ
は

机
上
の
計
画
を
樹
て
た
入か
、
さ
も
な

け
れ
ば
眼
つ
た愛
郷
心
を
もつた
人
女

で
は
な
か
るフ
かと
存
じま
す
。
 

”
知
やは
り
住
み馴
れ
た
臭け
の
町

自
分
の
村を
愛
する
気
持
、そ
れは
よ

く
解
り
ます
が
、こ
 

見
 
 

は
必
ら
ず
や
こ
の
理
馨建
設
の
実
現

が
な
る
も
の
と
確
信
い
た
して
い
る
の

で
あ
り
ます
。
 

こ
の
確
、も
フ
喜
『
、町
村
癖
と

よ
く
似
通
つ
た
と
こ
ろ
の

あ
る
、町
村

の
麗協
に
つ
いて
述
べ
て
みた
い
と
思

い
ま
す
。
 

町
村
の
農
業
協
同
組
合
は
、
最
近漸

く
、再
建
の
見通
しが
つ
き
、あ
る
程

度
堅
実な
歩
みを
木
す
よ
フ
に
な
つ
て

ま
い
りま
し
た
が
、履
業
協
同組
合
法

が
施
行
さ
れた
当
時
、一
町
村に
ー
ラ

あ
る
いは
三
つ
の組
合
が設
立
さ
れ
、
 

そ
の
結
果
は
いか
が
だ
つた
で
しよ
う

か
。
そ
れ
は
皆
像
こ存
じ
の
と
お
り
で

結
局は
経
営
困
難
、再
建
不能
の組
合

布
続
出
し
、昨
年
あ
た
りか
ら
、一
町

村
一
組
合
の統
A運
助
がお
こ
り
、遂

に
は
不振
組
合の
連
合体
か
らの
除
名

覇
さ
れ
る
ま
で
転
落す
る
に
いた
つ

た
組
合も
で
て
き
た
ので
す
が
、一
体

こ
れ
は
ど
こ
に
原因
が
あ
り
、ど
な
た

の
賃
任
だつ
たで
し
よ
フ
か
。
 

も
ち
ろん
こ
れは
組
合を
つく
つ
た当

事
者
の
不
見
議に
よ
る
賢任
は
当
然
で

あ
り
ます
が
、私
は
む
しろ
あ
の当
時
 

『
こ
のま
ま
で
は
必然
的に
破
減
する

蒔
期
が
く
る
ぞ」
と
、政
府
か
ら
も
一

般
か
宕
寵
甘
さ
れ
、モ
し
て
を
れ
を
 

」
‘
声
たつ
た
相
導
的地

位
に
あ
つ
た人
4
の
賢
任
が
最
も大
き

か
つ
た
の
で
は
な
いか
ン
暑
えま
す
。
 

（金
木
町
長
花
田
一
・九
月
一
千三
日

ラ
ジ
オ
胃
森
か
らの
放
送
に
よ
る
）
 

ー
 
《

、

、
・
》
‘

ー

‘
 
，
 

『
金
高新
聞
』
が
東
奥
 

事
 

日
報
の学
校覇
コ
ン

建
m
 
ク
1
ル
で
一
位に
入
賞

水
 
 
k
o
と
かく
低闘
だ

金
 

と
s
Qれ
る
地
方交
化
 

の
た
め
に
気を
吐
いた

こ
と
は
大
い
に
喜ぷ
べき
こ
と
だ
し
、
 

こ
と
に
足
時制
で
もこ
れ
だ
け
やれ
る

ん
だ
と
いう
自
伯
を
植え
つ
け
てく
れ

た
こ
とは
何
より
の
収麗
だ
つた
。
 

？
寧
校
蓄
と
い
・
フ
と
と
も
す
札

ば
『
あ
あ
、
赤
色が
か
つ
た奴
の
や
る

こ
と
さ』
ぐ
らい
に
しか
考
え
て
いな

い
傾
回
が
ま
だま
だ
強
いが
、
学
校
と

誉
徒
、
m「
桜と
家庭
、＼大
き
な
意
味
で

は
学
校と
社
会
と
を密
接に
つ
な
ぐ
も

の
だ
と
い
う
こ
と
を
認識
して
い
な
い

か
ら
だ
。
正
し
い
世
論は
た
と
え
モれ

が
年
端
の行
か
ぬ
生
徒
の糾
であ
る
フ

と
も学
博諭
の
方
針
、施
策
に
反映
さ

せ
ね
ばな
ら
ぬ
し
、何
よ
り
も
必嬰
な

の
は
生
徒
と
先
生を
し
つ
かり
結
ぶ
心

の
か
け
柵
に
な
らね
ば
い
け
な
いと
い

う
こ
と
で
あ
る
。
 

◇
・
・
乏
し
い
予
算
の
中か
ら
よ
り
助

る
い紙
面
を作
り
あ
げよ
う
と
普
心

し
て
い
る
部
員の
お
か」奪
い
し
、で
き

上
つ
た
龍
を
一
心
に
見
つ
め
て
いる

姿
は
は
た
で
見
て
もほ
お
え
ま
しい
も

の
だ
。八
高
、弘
高
を抑
光
て
、県
下

で
一
番
に
な
つた
と
いう
思
い出
は
高

校
時
代
の
ー
つ
の夢
に
な
る
だる
フ
。
 

◇
…
これ
を
機会
に
足
時制
で
あ
る
 

異
臓
な
く
加
入（
認
め
た
。
 

こ
れ
で
二
町
六カ
村
の組
合
立と
な
つ

た
わけ
で
あ
るが
、嘉
柳
蛇
の
地
域

で
は
脇
冗
村夢

が
未
加
入と
な
つ
て

い
る
の
で
、組
a
で
は
早急
に
同
村に

も
呼
び
か
け
、一面
七
カ
村
の全
国
で

も
例
の
な
い蓋
経
営
方
式
の
組
合
立

高
校
に
拡
大
す
．構
想
を
もつ
て
おり

も
し
こ
れ
が実
mす
れ
ぱ組
合
立
のモ

デ
ル
・
ケ1
ス
」」
して
極
め
て
注
目さ

れ
る存
在
に
な
お
け
。
 

光
湧
き
た
つ
 
緯軽
富
土

恕
仰
ぎ
て
 
向学
の

希
畠
ゾ？お
ど
る
 
眉清く

か
が
や
く
金
木
 高
校
に

挙
る
わ
れ
ら
の
重
気
た
か
し
 

交
化
の君
を
 
薫
らせ
る
 

水
も
真遣
の
 金
木
川
 

つ
ね
に
学
びて
  4
を
鍛
え
 

真
理
の
と
び
り
 ひ
ら
ぐ」つ
つ
 

愉
し
き
金
木
高
校に
 

【励
む
わ
れ
ら
の
名
も
藤る
 

は
か
る
津
軽の
 
室晴
れ
て

理
想
の
虹
を
 
よぶ
と
こ
ろ

自
治の
旗
風
 
蝋爽
と

郷
土
を
興
す
 団
結
に

伸
び
ゆ
く
金木
高
校
を

歌
え
栄
光
あ
る生
徒
会
 

れ
ぞ
れ
住民
の
意
同を
よ
く
見
磁め
た

上
で
、尋
門
的
な
立場
か
ら調
査
、
研

究
し
た
そ
の具
体
的な
資
料を
本
して

説
明
し
、指
導
啓
験
する
の
で
なけ
れ

ば
、
終
局
の
目的
で
あ
る
合併
は
お
く

れ
る
のは
当
然
で
あり
ま
す
。
 

た
とえ
ば私
の
町
の
場合
、嘉
瀬
、
 

喜
良
市
の三
カ
町
村
の
合併
、
さ
ら
に

武
田
村
を
加
えた
四
カ
町村
の
場
合
、
 

な
お
地
域を
さ
らに
拡
大
した
場
合は

ど
っ
か
と
、地
域
的
な
関係
も
、あ
ら

ゆ
る
角
度か
ら
み
た
資
料を
も
つ
て
、
 

そ
れ
を
住民
に
徹
底せ
し
め
た
な
らば

も
つ
と
もつ
と
理
想
的に
、し
か
も
ス

ム
1
ス
に
運
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。
 

（内
納入
者
に
は
お
霧
秦
椀
な
 

」念
品
が
網
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
 

皿続
完
納
蓮
一
〇君

△
驚
内

繋
二
ー
ハ
六
名
倉
期
限内
覇
 

し
一
名
 

円
町長
の
曙I
蒔
田
小
学
校
の新
一

答

の
件は
漸く
決
足す
ろ
こ
レ
二

仙
つ
た
が
、電
醸
の
）
縄野
醗
一
主
一

町
なの
で
、坪
当
り
三
）角
レ
み

っ
五D
万
円
の
工
事
費
と
な
る
り

し
で
三
七
六万
円
の
補
m
畑
債
の

で
は
三
七四
吾

が
下足
と
なり
一

り
分
だ
け
は
町
費
で
ぢつ
ーし負
担
一

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、町
髭
響
 

井
常
に
昔
しい
状態
に
島
名
の
で
ー
 

の
点
町
民
各
位
に
理解
し
ど
い
た

」
 

｝
負
担
七
百

万
円
 
一

四
庫補
助
金
 
一
 

一
、四三
五
、五8
旦
 

」債
 
一
、一
五六
、
四
O
O
円
一
 

一
長に
秋
谷
氏
 

一
 

金
木
地
区
合
併
推
麗

る
一

中
里
地
区
町村
台
併
盤
協
力

ろ
ぎ
の
よ
う
に決
足
し（
」
い
 

（秋
谷
清
逸
ム
副会
持齢
（
柵
蹴
 

一
五郎
 

一、
 

【町
臓
会
臓
以余
員
の
ほ
か
江島

伊
藤
正
一郎
、
福
＋
虜、
高
協

一
、泉
谷
職次
郎
、共
田
市
五郎

天
郎
△
特
別
委
驚
」
川
確
滴
、
 

矢
郎
、
田
中
勇皆
、
大
驚
五

爾
敏
正
 

・
 

‘
《・l
・
 
ぐ・
 
・
 
ノ
ー
・
 
、
 
一
四
八
、

ミ
O
O
内
 

る

千

付

t

J

う
 
ョ

辰
老康
穆
o
8円
 

を
行
使
し

よ
う
 

だ
登
」
い
。
 

一
 

【爆
〈
；
癖
丑
れ
発臓
手
定図
】
 
一
 

円
町長
の
曙I
蒔
田
小
学
校
の新
一
 
だ登
」
い
。
 

一
（
ハ）
児
童福
祉事
業

答
の
件
は
漸く
決
足す
ろ
こ
レ（
ニ
 【奪
准了
窃
丑
舎
そ臓
手
定図
】
 
一
 

一
、三
O
五
、0
〇
〇
円
 

お
質
の
如
に
同け
な
け
飢
は
い
 L
・
」H
「
 

」あ
尋
 
・
 
【
貴

州
制
ま
で
考
え
られ
て
いる
折
柄
 

（内
納入
者
に
は
お
霧
、
蒲
な
 
騒
‘ド
ル
井
座
共
鳳
金
の
目麟

一
い
。修
理
、増
肇
費
が
多
く
要
翼
さ
 

」念
弟

網
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
 叱
 し
 
八
れ
ど
飽
分
目標
で
も
を
い

る
こ
と
、防
貧
そ
の
他
法
外
授

倉
わ
げ
 
り
J
 
J
遣

つ
き
年
一護
に
義
的
活
助
を
嬰
望
嘉
る
社
協

弾
が
き
に

／
 
工
』
買
の切
爽
 
活
動費
の
増
額
が
目立
つ
たと
こ
ろ
だ
 

皿続
完
磐

一
〇君

△
驚
内

一
秘求
に

J
 
 

与
の値
逸
に特
足
 
るフ
。
 

肥
弱
二
ー
ハ
六

名
倉
期
限内
覇
 

ョ
件
が
付
一
川
ると
と
」
た
つ
たo
 

処
 
理
 
計
 
．
 

と
名
 

白
議

七
の分
を
除
く
、一千
四
百
 
一
、収
 
入
 

ー
 

「
（
ト
嵐
の
処理
計
画は
、
別
裂
の
通
 
 
1

、
寡
金
目麟
 
 
I
 

年
度
共
募
の
 
ム
団
篇
 

」
な
つ
たが
、前
年
度
と
異
る
点
は
 
一
四
、

五
〇
〇
6
0
0
円
 

闘
状

授
与
者
 
力
柵一

 

い
w
め
晦保
か
糸
経
需
勢
の
反
映
）
 
計
 
一
四
、五O
O

、
0
0
〇
円
 

職
員
一
同
、
弘
前
相
議

行
金
 」
・P
川
、施
設
の
葱
は
ほ
と
ん
ど
な
 
二
、支
 
田
 

‘
 

、
 

1
、ノ
施
設団
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